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Philosopher
難関大学への合格の知らせが続々と届いています。ここでは合格を勝ち取った生徒の声をご紹介致します。

Philosopher

目標を持ち、それに向けて計画的に努力

することの大切さを伝えたいです。私は1

年生の頃から目指していたことを3年間か

けて実現しましたが、その過程では壁にぶ

つかることも多くありました。しかし、諦めず

に挑戦し続けることで自信を得ることがで

き、今後の選択肢も広がったと感じていま

す。皆さんも自分の目標を信じてコツコツ

頑張ってほしいです。

受験勉強を始めた時期 柏市立柏第四中学校出身

特別進学コース 理系

学校推薦型選抜（公募制）

筑波大学 医学群 医療科学類

大橋 陽乃（おおはし ひなの）

志望動機

入試への準備方法 後輩に伝えたいこと・アドバイス喜びのコメント

まず、志望理由を明確にし、自分の経験や将来の目標と

結びつけた説得力のある志望理由書を先生の指導のもと

仕上げました。学力試験では、英語の長文読解や、生物

や化学の基礎理解を徹底し、過去問や模試で実践力を

高めました。面接対策として、志望動機や将来の目標を簡

潔かつ自信を持って伝えられるよう練習しました。また、オー

プンキャンパスや説明会への参加を通じて大学や学類への

理解を深め、自分の強みや経験を整理しました。最後に、

十分な睡眠やバランスの良い食事を心掛け、万全の体調

で臨むことも大切にしていました。

筑波大学を志望した理由は、姉が通っていて憧れがあったことに加え、臨床検査技師資格を取

得しつつ、グローバルな視点の問題解決に貢献したいため。国際交流が盛んな筑波大学の環境

で、多様な価値観を持つ人々と学び合いながら、グローバルに活躍できる人材を目指したいと考

えたため。

高校1年生の頃から

目指していた目標を

3年間かけて実現でき

たことは、大きな自信

につながりました。この

経験を通じて、努力を

重ねる大切さを学び、

将来の選択や挑戦に

も大いに役立つと感じ

ています。

高校1年生10月頃

《合格した大学・学部・学科（コース）》

祝
合 格

おめでとう

２つあります。まず１つ目に、個人的に興味を持って取り

組んでいるものがあれば、勉学に影響しない程度に継続

することです。どんな進路に進むときにも、その経験や知識

が必ず役に立つはずです。

２つ目に、日常的に英語に触れることです。私は、普段

使う端末の言語を英語にしたり、普段見る動画のほとんど

を英語圏の動画にしたりしています。普段から英語を見聞

きしていれば、テストにだけでなく実用的に使えるリーディン

グ・リスニング力が自然と身につくはずです。英語で苦しん

でいる人は荒療治的ではありますがぜひ一度試してみてく

ださい。

受験勉強を始めた時期 東洋大学附属牛久中学校出身
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学校推薦型選抜（公募制）

筑波大学 情報学群 情報科学類

御園 彩生（みその あやお）

志望動機

入試への準備方法 後輩に伝えたいこと・アドバイス喜びのコメント

推薦書には実績や能力、将来の展望を

記載するため、先生と相談しつつ内容を

整理し、同時に面接で話すポイントも準

備しました。実際の面接を想定し、話の

構成や内容も先生と共に練り上げました。

小論文は数学問題形式だったため、進

路指導室から過去5回分の赤本を借り、

塾の先生の助けを得て類題演習を交え

ながら対策を実施。週2回のペースで過

去問演習を行い、確実な対策を進めま

した。

現代では多種多様なコンテンツやサービスが提供されていますが、それらの大多数は情報ネットワー

クを通じて届けられており、ネットワークがなければ提供できず楽しむこともできません。また、ICTLab

や創造祭でのネットワーク構築や管理の経験があり、それらのことからネットワーク関連技術に深い

興味を持ちました。そこで、産学連携した、実用に即した研究を行いやすい環境の整っている筑波

大学を志望しました。

かなり紆余曲折はあったのです

が、最終的には無事筑波大

学に合格できほっとしています。

中学高校、科学部やICTLab

で６年間続けてきたことの集大

成として、満足できる結果に

なったと自分では思っています。

自らの能力を伸ばし夢を実現

するため、これからも努力してい

きます！

高校3年生10月下旬

《合格した大学・学部・学科（コース）》
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